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基本的な⼀⽇の流れ
スケジュールの内容

  ＜⼤きく別けて2種類＞
各児童に合わせたスケジュール
避難経路
避難訓練＜⽕災・震災＞

⽬次



＜平⽇＞
①学校へお迎え
②荷物をカゴへ⼊れる
③連絡帳を所定の位置へ持っていく
④⽯鹸で⼿洗い
⑤スケジュールを確認し活動へ

＜休⽇・祝⽇＞
イベント内容によって異なる

基本的な⼀⽇の流れ
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スケジュール内容＜⼤きく別けて2種類＞
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先に課題を終わらせるスケジュール

やらなきゃいけない事を、
  先に終わらせる習慣
課題への負担を減らす
まとまった時間で楽しく遊ぶ



時間通りに課題を始めるスケジュール
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定期的に休憩を挟める様に
時間の感覚、切り替えの練習
決まりを守る練習



各児童に合わせたスケジュール

＜個別⽀援計画書＞
各プリントや⾳読
靴紐やネクタイ結び
⾯接練習やテスト勉強など

＜お⼦様に寄り添った内容＞
全てひらがなにしたり、

敢えて漢字を多く使ったり
お⼦様へのコメントを⼊れたり
など



震災や⽕災、
その他災害の場合は、

避難が済み児童の安全を最低
限確保出来次第、保護者様に
ご連絡いたします。

＜地震災害の場合＞
地震がおさまり次第、
町⽥総合⾼校へ避難。

＜⽕災発⽣の場合＞
⽕災発⽣が確認でき次第、
速やかに根岸公園へ避難。

避難経路や避難訓練について



避難する際の流れ＜地震＞

地震発⽣を確認
もしくは警報を確認次第、
児童をテーブルの下へ誘導

地震がおさまり次第、
ヘルメットの着⽤が出来てない
児童にヘルメットをかぶせて、

外へ誘導

点呼、逃げ遅れている⼦がいな
いか確認、

怪我の有無、重症度を⽬視で確
認次第、速やかに避難場所の町

⽥総合⾼校へ

町⽥総合⾼校では、
怪我の⼿当を含む児童の保護、
保護者様へのご連絡を
速やかに⾏います。



避難する際の流れ＜⽕災＞

⽕災ベルが鳴り次第、
児童に出⼊⼝前へ集める。
同時進⾏で先⽣⼀⼈が、

⽕災発⽣場所を外に出て確認する。

⽕災発⽣場所が、
ぱすてるもあの真上だった場合
はヘルメットを着⽤してから、
速やかに根岸公園へ避難する。

⽕災発⽣場所が、
ぱすてるもあの真上じゃない

場合は、
速やかに根岸公園へ避難する。

根岸公園へ避難後、
怪我の有無を確認し、
保護者様へ連絡。





電波が悪く、ご連絡ができない可能性

ご連絡が出来た場合は、保護者様の災害状況を共有し、お⼦様をいつ
頃お引き渡し出来るかを相談

災害後、出来る限り早く開所出来る様努⼒します。

学校の再開やご家庭の状況などを共有していただけると助かります。

保護者様へ

避難するときには、こちらの張り紙
を⼊⼝に貼っておきます。
直接、町⽥総合⾼校へお迎えに来て
いただいても⼤丈夫です！



ご清聴ありがとうございました！


